
東京都立（ 総合） 精神保健福祉センタ ー

「 依存症」についても っ と 知ろう

依存症は回復できる病気です



健康や生活に問題を き たし ても 、 特定の物質や行動ないし 一連の行

動の過程（ プ ロ セス） にのめり 込み、「 やめたく て も  やめら れな い」

状態を 「 依存症」 と いいま す。 依存する 対象は様々あり ますが、 大き

く 2 つにわかれます。

※： 医学的定義では、 物質の使用およ び行動・ プロ セスに関する コ ン ト ロ ールの障害を総

称し て嗜癖（ し へき ） と よびます。 そし て、ある特定の物質の使用に関し てコ ント ロー

ルの効かなく なる病気を 依存症、 行動・ プロセスについては行動嗜癖と よ びます。 こ

のリ ーフ レ ッ ト ではわかり やすく する ため、 物質の使用およ び行動・ プロ セスに関す

るコ ント ロールの効かない状態も 含め「 依存症」 と 表現し ています。

　 依存する 対象は1 つと は限ら ず、 複数の対象に同時に依存し たり 、 対

象が次々と 変わる 場合も あり ます。

依存症と は

例： アルコ ール　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 違法薬物（ 覚醒剤、大麻など）　 　 　 　   　

　 　 処方薬・ 市販薬　 　 　 　 　 　 　

　 　 たばこ 　 　 など　

物質への依存

例： ギャ ン ブル　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 ゲーム　 　 　 　   　

　 　 盗癖　 　 　 　 　 　 　

　 　 買い物　 　 など　

行動・ プロセスへの依存

　 依存症になる と 、 依存対象（ アルコ ールやギャ ン ブルなど） に関連す

る こ と を 優先し 、 他のこ と に構わなく なっ ていき ます。 それによ り 、 本

人だけでなく 家族や周囲の方の生活にも 影響を 及ぼし ます。 また、 依存

対象によ る 直接の影響も あり ます。 その結果、 こ れまで築いてき た人間

関係や社会生活が崩れてし まいます。

依存症により 生じ る日常生活の問題

＊物質の影響や、 睡眠・ 食事に構わなく なる ため、 健康を 害する

＊勉強や仕事に集中でき ず、 成績低下・ 留年・ 退学、 退職につながる

＊隠れて借金を し たり 、 嘘を つく 、 怒る 、 暴力を 振る う などする

＊依存症を 隠すために本人も 家族も 他者と の交流が減り 、 周囲から

　 孤立する

影響の例



　 ギャ ン ブルやゲームなどへの依存症でも 、 イ ラ イ ラ や落ち 着き のなさ

などの一部の離脱症状が起こ る と 言われています。

　 離脱症状を 和ら げる ために物質を 再度使用し たり 、 行動・ プロ セス を

再開し てし まう こ と が多く 、自分の力だけでやめる こ と は難し いのです。

　 こ のよ う に、「 やめたく ても  やめら れない」 と いう 依存症は、 意志の

弱さ や根性のな さ 、 性格の問題ではなく 、 誰で も なり う る 「 脳の病気」

なのです。

●脳内報酬系が刺激さ れ、 さ ら に依存対象が欲し く なる

　 特定の物質の摂取によ り 脳内で快楽物質が分泌さ れ、 その感覚を 脳が

報酬と し て認識する と 、 ますます摂取を 繰り 返すよ う になり ます。 ギャ

ン ブル等の行動・ プロ セスへの依存症でも 、 同じ 仕組みができ ている の

ではないかと いわれています。

●次第に耐性ができて、 量や回数が増えていく

　 物質の使用や行動・ プロ セスが習慣化する と 次第に耐性ができ て、 快

楽物質が分泌さ れても 報酬を 感じ にく く なり ます。 その結果、 同じ く ら

いの快感を 得る ために物質の量や回数、 行動・ プロ セスの頻度などが増

えていき ます。

●苦し さ が和ら いだと いう 経験が、 依存を強める

　「 お酒を 飲んだら よ く 眠れた」「 ギャ ン ブルを し たら 嫌な気分を 忘れら

れた」 など苦し さ が和ら いだと いう 経験が繰り 返さ れる と 、 同じ よ う な

状況になっ た時に依存対象を 渇望する （ 強く 欲する ） よ う になり ます。

●やめたり 減ら し たり すると 、 離脱症状が生じ る

　 特定の物質がいつも 体内にある 状態が続く と 、 脳はそれが普通の状態

だと 認識し 、 体内から 物質が減る と 様々な不快な症状が出ます。 こ れを

離脱症状と いいます。

依存症は脳のコ ント ロール障害

症状は、 物質や人によ り 異なり ます

＊頭痛　 ＊吐き 気、 嘔吐　 ＊イ ラ イ ラ 　 ＊不安　 ＊意欲の低下　 ＊不眠

＊発熱　 ＊発汗　 　 　 　 　 ＊寒気　 　 　 ＊血圧・ 心拍数の上昇　 ＊体の痛み

＊手または体のふるえ　 　 ＊けいれん　 ＊幻覚、 幻聴　 　 　 　 　 　 など

離脱症状の例



　 自分の楽し さ や快楽のためだけではなく 、 苦痛を 和ら げる ために物質

の使用や特定の行動を 繰り 返し ている う ち に、 依存症になる と 考えら れ

ています。

　 また、 依存症の方のかなり の割合に、 何ら かの生き づら さ の問題があ

る と 言われています。 辛い経験から 他人を 信じ ら れなく なる と 、 物事や

人間関係がう まく いかないなど困っ たこ と があっ た時に周囲に援助を 求

める こ と ができ ず、 一人で抱え込んでし まいます。 一人では解決でき ず

苦し みが続く 中で、 生き のびる ために依存対象を 使用せざる を 得なかっ

たと 考えら れています。 そのため、 依存症は「 孤独の病気」 と も 言われ

ています。

なぜ依存症になるのか

　 依存症の問題は、家族や周囲の方だけで解決する こ と がと ても 難し く 、

気がつかないう ち に家族等の健康や生活にも 影響を 与え、 社会から 孤立

し がち になり ます。 困っ ている 方や問題に気づいた方から 支援者と つな

がる こ と が、 解決の第一歩と なり ます。

　 相談機関では、 まず相談者から 困っ ている こ と を 伺い、 一緒に問題を

整理し ていき ます。 家族等や本人の置かれている 状況に応じ て、 他の専

門機関への相談を 提案する こ と も あり ます。 相談者が元気を 取り 戻し 、

依存症について学び、 本人への対応の仕方を 身につける こ と が、 本人の

回復へと つながり ます。

家族や周囲の方へ

　 依存症は回復でき る 病気です。

　 回復と は単に「 やめる ／やめ続ける 」 こ と ではな く 、「 依存対象にと

ら われずに、 自分ら し く 生き ていける 」 こ と です。

　 回復に必要なこ と は、 医療機関での治療のほか、 自助グループでの交

流や困り ごと の相談など、 孤立せず正直に話し 合える 場を も ち 続ける こ

と です。 そう する こ と で、 万が一依存対象の物質を 再使用し たり 行動を

再開し たと し ても 、 また回復の道に戻る こ と ができ ます。

依存症から の回復



　 かかり つけ医療機関や相談機関も 活用し 、 依存症診療を 行う 精神科や

心療内科を 受診し まし ょ う 。 東京都では依存対象ごと に「 東京都依存症

専門医療機関」 を 選定し ています。

　 医療機関では、 必要に応じ て身体も 含めた検査や診察を 行い、 心身の

状態を 確認し た上で治療が提案さ れます。 治療は依存対象や使用期間等

によ っ ても 異なり ます。

●身体症状への対応

　 物質の使用によ る 身体症状（ アルコ ールや市販薬によ る 肝機能低下な

ど） や離脱症状など、 身体面の治療を 行います。

●精神症状の治療

　 物質の使用によ る 後遺症（ 幻覚や妄想など） や、元々あっ た精神疾患、

併存し た精神症状（ う つや不安など） の治療を 行います。

●心理療法

回復を めざ し て、 依存症の背景にある こ こ ろ の問題に取り 組むほか、

渇望を招く 引き 金やその対処方法などをグループや個別面接で学びます。

●入院治療
　 通院で の治療が難し い場合や生活環境を 整え る 必要がある 場合な ど

は、 入院治療を 勧めら れる こ と があり ます。

●その他
　 医療機関によ っ ては、 家族向けに講座や交流会を 行っ ている と こ ろ も

あり ます。

医療機関

依存症から の回復を めざす当事者や家族等が自主的に運営するグループ

です。 多く の場合、匿名で参加でき 、いずれも プラ イ バシーは守ら れます。

　 グループメ ン バーと 体験や想いを わかち あう こ と で、 気づき や問題解

決のヒ ン ト を 得る と と も に、 同じ 境遇の仲間を 得る こ と で孤独・ 孤立を

防ぎます。

　 様々なグループがあり 、 依存対象別、 女性メ ン バー限定、 土日や夜間

に開催し ている グループも あり ます。

　 また、 当事者だけでなく 家族対象のグループも あり ます。 本人と 同様

に、 家族等も 孤立せず、 正直に話し 合える 場を も つこ と は大切です。

自助グループ・ 家族会
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◎東京都立中部総合精神保健福祉センタ ー
〒1 5 6 -0 0 5 7 　 世田谷区上北沢 2 ー 1 ー 7 　

相談電話： 0 3-33 0 2 -7 7 1 1 （ 年末年始を除く 平日 9 時～ 17 時）

担当地域： 港区、 新宿区、 品川区、 目黒区、 大田区、 世田谷区、 渋谷区、　

               中野区、 杉並区、 練馬区

◎東京都立精神保健福祉センタ ー
〒1 1 0 -0 0 0 4 　 台東区下谷１ ー１ ー３

相談電話： 0 3-38 4 4 -2 2 1 2 （ 年末年始を除く 平日 9 時～ 17 時）

担当地域： 千代田区、 中央区、 文京区、 台東区、 墨田区、 江東区、 豊島区、

               北区、 荒川区、 板橋区、 足立区、 葛飾区、 江戸川区、 島し ょ 地域

◎東京都立多摩総合精神保健福祉センタ ー
〒2 0 6 -0 0 3 6 　 多摩市中沢２ ー１ ー３

相談電話： 0 42 -3 7 1 -5 5 6 0 （ 年末年始を除く 平日 9 時～ 17 時）

担当地域： 多摩地域　

　 本人だけでな く 、 家族や周囲の方から の相談も 可能で す。 まずは、 問題

だと 感じ ている 方が相談機関につながり 、 ど のよ う に対応する かご相談く

ださ い。

　 相談は無料で、 プラ イ バシーは厳守し ます。

◆東京都立（ 総合） 精神保健福祉セン タ ー
　 東京都立（ 総合） 精神保健福祉セン タ ーでは、「 東京都依存症相談拠点」

と し て、 アルコ ールや薬物、 ギャ ン ブ ル等の依存症についての相談や、 本

人向けプ ロ グラ ム・ 家族講座等も 実施し ていま す。 まずは、 お住まいの地

域を 担当する セン タ ーに電話でご相談く ださ い。

　 また、 各種の依存症に関する リ ーフ レ ッ ト を 発行し ており 、 中部総合精

神保健福祉セン タ ーのホームページに掲載し ています。

◆保健所・ 保健センタ ー
　 お住まいの地域ごと に相談窓口があり ます。

　 各自治体の保健所・ 保健センタ ー等にお問い合わせく ださ い。

公的な相談機関


